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補助事業番号  27-1-132 

補助事業名  平成27年度 実践的な研究を通じた人間育成支援活動 補助事業 

補助事業者名  高知市立初月小学校 

 

１ 補助事業の概要 

（１）事業の目的 

食を通して地域とつながり，体験活動を行うことで，未来をたくましく生き抜く児

童を育成し，もって公益の増進に寄与する。 

（２）実施内容 

初月小学校：テーマ「食」を通じての体験活動  

全学年と通して，地域や講師の方々と学年に応じたテーマ「食」に関する取り組み

や体験活動を行った。ひまわり学級は「マナー体験教室」，1年生は生活科を通した蒸

しパン作り，２年生はじゃがいも植え，３年生は養護学校とのパン交流，４年生は野

菜販売・皿鉢づくり，５年生は防災食体験，６年生は夢プロジェクト，各学年の取り

組みから「食」についての大切さを改めて考えたりする事ができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ひまわり学級：マナー教室】    【１年生：育てたサツマイモで蒸しパン作り】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【２年生：育てたじゃがいも収穫祭】   【３年生：地域の養護学校とパン交流】 
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【４年生：収穫野菜の地域販売】    【４年生：収穫野菜で皿鉢料理作り】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【５年生：防災カレー作り】       【６年生：夢先生プロジェクト】 

 

２ 予想される事業実施効果 

全学年と通して，地域の方々と様々な取り組みや体験活動を行うことにより，食を通 

して地域の方々とつながり，コミュニケーションを図ることができた。自分たちの住ん 

でいる地域を知り，人を知ることがまずは今後地域で生きていく上でとても大切なこと 

となってくる。「食」を通して人とつながることで，現代が抱えている課題「人間関係の 

希薄さ」を少しでも解消し，本校児童の課題である「自主性」「コミュニケーション能力」 

「自己表現力」を身に付けるきっかけとなったことは確かである。また，これらの実践 

を重ねることで自分たちの生活をふり返りながら未来について考え，普段何気なく食し 

ている「食」についての大切さを改めて考えたりする事ができた。 

教育の成果は，目に見える形ですぐにでるものではないかもしれない。しかし，生き 

ていく上で「食」や人の結びつき，かけがえのない故郷の大切さは今後子どもたちが生 

長したときにその価値や意味を必ず理解するであろう。この体験活動を生かして，今後 

はさらに自分たちの生活を考え，社会を自らの手で開拓していくたくましい姿を期待し 

たい。 
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３ 補助事業に係る成果物  

（１）補助事業により作成したもの  

◯ リーフレット：「いいとこいっぱい高知旅」 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

◯ ＤＶＤ：ＳＡＷＡＣＨＩ～伝統の郷土料理～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）（１）以外で当事業において作成したもの 

特になし  

４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 高知市立初月小学校（ミカヅキショウガッコウ） 

住   所： 〒７８０－０９８５ 

       高知市南久万１２８番地 

代 表 者： 校長 吉村 美恵子（ヨシムラ ミエコ） 

担 当 者 名： 教頭 小川 晶子（オガワ アキコ） 

電 話 番 号： ０８８－８２２－２５９７ 

F A X： ０８８－８２２－２５９８ 

E - m a i l： mikazuki-e@kochinet.ed.jp   

U R L： http://www.kochinet.ed.jp/mikazuki-e/ 

http://www.kochinet.ed.jp/mikazuki-e/

